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令和元年11月26日
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至：高知市街

至：本山

工事名称：県道高知本山線防災・安全交付金工事

工 期：平成30年4月2日～平成31年3月25日

工事内容：施工延長 L=0.1km

・切土工 V=25,770m3

・法面工 植生工 A=2,940m2

法枠工 A=1,402m2

・排水工 Ｌ=328m

・落石防護柵工 Ｌ= 93m
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●Ｈ26年8月及びＨ27年7月豪雨により法面が崩壊
→地山の亀裂、既設構造物の変状を確認

古い段差あり。法枠の
上方では造成地内に
亀裂発生

崩壊部滑落崖

法枠工が道路側に大きく移動（10～20ｃｍ）
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法枠の変状（浮き上がり、
U字溝の破損）



仮設道路（小運搬）
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仮置場
300m3

仮置場

①連続したカーブ・急勾配で軟弱な地盤

【現地の施工特性】
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H=7.0m

現 道

②長大な切土法面・作業ヤードの不足
③一般車両の通行規制

24時間片側交互通行
（約2年半）

現 道
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◆課題①：厳しい地形条件下での25,000m3を超える切土作業

の実施

☝ 施工プロセスの簡素化による施工性向上と地形条件の克服

◆課題②：崩壊履歴のある長大法面においての安全確保

☝ 広範囲に及ぶ現場状況の把握

◆課題③：制限の多い現地条件における重機械作業の作業効率

向上と安全確保

☝ 重機械の作業スペース確保

◆課題④：一般車両の安全通行の確保と負担の軽減

☝ 道路利用者ファーストの徹底
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１）準備工時における作業員の負担軽減と安全確保

２）想定される問題点の事前把握と施工プロセスの簡素化

３）安全かつ効率的な施工を目的とした設計情報の共有

◆対策①

◆課題①：厳しい地形条件下での25,000m3を超える切土作業

の実施

☝ 施工プロセスの簡素化による施工性向上と地形条件の克服

ICT施工の導入
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●急勾配斜面で落石や表層崩壊の懸念→レーザースキャナー測量
の採用

伐開を最小限に抑えて地形データを取得

１）準備工時における作業員の負担軽減と安全確保
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測量結果
・スキャナ設置数：94箇所

＊内、樹木内設置数47箇所
・外業工数：3.5日ｘ2人
・内業工数：10日x1人
・取得点数：5億点

フィルタリング処理前の点群データ



フィルタリング処理後の点群データ
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残存木を利用した仮設落石防護柵 段階毎の伐開（計3回）

●ICTの導入で作業員の負担が軽減し、伐開作業も最小限に縮小
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２）想定される問題点の事前把握と施工プロセスの簡素化
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2次元図（連続したカーブ線形） 3次元設計データ

●連続したカーブ線形により複雑な切土法面が想定→地形の3次元
データ化により完成形をイメージ
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土(岩)質、変化位置確認

軟岩位置確認(マーキング)

【変化点の管理】
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無丁張施工(ICT建設機械MGバックホウ)設計変更提案

約50日の工期短縮！

●3次元データ化により設計の問題点を事前に把握し、変更案を
速やかに提示。また、ICT導入で測量や丁張作業の労力が削減
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掘削状況 (MGバックホウ0.5m3) 小運搬状況 6tキャリア 2台(11,700回)

積込状況 (バックホウ0.8m3)

総重量確認10tダンプ
(最大20台/日、延べ5,900台)
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３）安全かつ効率的な施工を目的とした設計情報の共有

切土イメージ、小運搬経路の確認

●現場の３次元モデルを作成し、完成イメージを作業所内で共有
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計画変更資料（地元説明）
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切⼟完成形の⾒える化 ⼩段ごとの⼩運搬経路の決定

⼯事だよりや地元説明資料 計画変更時の補助的使⽤

「見える化」で完成イメージの共有！



20

１）危険斜面で長期間従事する作業員の安全確保

◆課題②：崩壊履歴のある長大法面においての安全確保

☝ 広範囲に及ぶ現場状況の把握

◆対策②
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１）危険斜面で長期間従事する作業員の安全確保

●「ばらまき型傾斜計」（5台）
を設置して地山の挙動を常時監視

土工作業にともなって段階的に移
動して設置し、迅速に危険を察知

掘削前→崩壊部法肩へ

掘削中→法面へ 掘削後→小段へ
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パソコンでのモニタリング画面

●異常時にはサイレン・回転灯が作動し、パソコンと携帯にメール
送信

サイレン及び回転灯
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１）大規模法面工事での作業効率向上と安全確保

◆課題③：制限の多い現地条件における重機械作業の作業効率

向上と安全確保

☝ 重機械の作業スペース確保

◆対策③



回転灯作動状況 携帯タグ 24

１）大規模法面工事での作業効率向上と安全確保

●重機と作業員の接触を未然に防ぐ接近警報装置を導入
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場内盛土前 場内盛土（2,000m3） 大型土のう設置（750袋）

場内盛土、重機スペース完成

最上段部は落石防護

H
=
5
.5

m

●重機の安全な作業スペースと1～３段目の進入路を確保するため、
仮設防護柵と山留擁壁の間に大型土のうを設置

仮設防護柵への
土圧軽減
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VRによる事故疑似体験 安全パトロール(月2回)

安全パトロール(外部講師)

●作業員の安全意識向上とマンネリ化防止のため、VRによる事故
疑似体験の実施や安全パトロールを工夫（外部講師の招へい等）
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１）一般車両の安全確保

◆課題④：一般車両の安全通行の確保と負担の軽減

☝ 道路利用者ファーストの徹底

◆対策④
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１）一般車両の安全確保

●下方への落石対策として、落石防護ネットを二段構えで設置

対策前 対策後

掘削上部より

二段構えにより車道部の安全確保！

仮設防護柵 上部に落石防護ネット設置既設落石防護柵
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信号機停止位置

予告信号機設置位置

●カーブで見通しが悪い停止位置の手前に、予告信号機と電光掲示
板を設置
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青信号

赤信号

●信号機と連動して電光掲示板の表示を変更
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車両の通行
状況

予告信号機
電光掲示板
作動状況
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仮設防護柵撤去状況

●仮設防護柵の撤去を交通量
の少ない夜間作業に変更

一般車両への影響なし！
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完成写真
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